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研究成果の概要（和文）：２１世紀を生きる私たちは、経済力や文化が境界線を越えて他地域や

他国に浸透していくさまを目の当たりにしている。その浸透のありさまは現代のみならず近代

にも共通していたであろうという見地から、「社会改良」を掲げた社会進化論や優生学などの科

学的知がグローバルに伝播し主として１９世紀から２０世紀にかけて社会「改善」のために実

践され、巷の人種観やジェンダー観と絡んで近代秩序を形成してきたプロセスを検証した。 
 
研究成果の概要（英文）：Living in the twenty-first century we have witnessed economic 

powers and cultural phenomena easily cross regional and national boundaries and permeate 

into other regions and nations.  We attempted to see the development of the modern world 

order in a similar perspective, considering such issues as race and gender.  Accordingly 

we examined modernization as a process that developed under the flag of “social reform,” 

keeping in mind that Social Darwinism, eugenics, and other theories were practiced to 

“improve” society. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）新しい課題：本研究プロジェクトの研
究代表者（樋口映美）が同じく研究代表者と
して 2002 年度から 3 年間取り組んだ科研費

プロジェクト基盤研究（Ｂ）（課題番号
1430183）の成果を中條献（研究分担者）と
の共編で『歴史のなかの「アメリカ」―国民
化をめぐる語りと創造―』と題して出版し、
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その結果として「国民意識」醸成期に新たな
社会秩序がグローバルに構築されてきたこ
とを検証するという新たな課題が生まれた。 
 
（２）地域の選考：地球をすべて網羅するこ
とはできないので、主たる領域として便宜的
に４地域に焦点を定めることとした。その理
由は、以下のとおりである。まずイギリスは、
優生学や社会進化論など科学的「知」のうま
れた地域として、次にアメリカは科学的知が
19 世紀末から 20 世紀にかけて積極的に実践
され浸透した地域として、第三にドイツはア
メリカで進展した科学的知の実践を参照し
てナチ党による虐殺が実施された地域とし
て、最後に日本は欧米の科学的知を受容して
きた地域でもあり本研究プロジェクトに関
わる研究者が在住している地域として重要
であると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 イギリスに端を発する社会進化論や優生
学などの科学的知がグローバルに伝播した
ことを念頭におき、各地域での「社会改良」
の展開のありようを解明することを目的と
する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）実証研究のための各論の設定：研究代
表者・研究分担者 10 名・連携研究者 1 名・
研究協力者 1名が各自、イギリス・ドイツ・
アメリカ（U. S. A.）・日本のいずれかに着
目し、社会改良のメカニズムとその共時性を
実証的に検証することとした。そのためには、
「社会改良」という本研究プロジェクトの大
きな命題を共有し念頭におく一方で、各自が
自身のフィールドに立ち返り具体的なテー
マを設定することとした。その結果、樋口映
美はサンドマングも射程にいれて 19 世期初
頭のアメリカ南部チャールストンにおける
奴隷蜂起を、日暮美奈子は港市ブレーメンで
往来する人々に注目して婦女売買の事例を、
兼子歩はニューヨークでの世直し組織とし
て活動した十四人委員会の報告書を、中野耕
太郎はシカゴにおける貧困と移民と人種の
関係を、岩井淳はイングランドにおける国家
と身体をめぐる思想展開を、永島剛は 20 世
期初頭のイギリスにおける遺伝学と社会改
良の展開を、貴堂嘉之は優生学を念頭に置い
た優良児育成プログラムを、小野直子は優生
学における堕胎実践を、平体由美は民間によ
る公衆衛生の浸透をアメリカ南部について、
白川耕一はドイツにおける第二次世界大戦
後の福祉国家としての動向を、高田馨里は第
二次世界大戦前後のアメリカ軍における人
種の問題を、加藤千香子は日本における戦後

の在日帰還運動の展開を、黒川みどりは 1950
年代以降の同和教育における問題を、それぞ
れ各論として設定した。 
 
（２）現地調査と分析：研究代表者・研究分
担者・連携研究者・研究協力者が各自の各論
テーマに沿って史料集めと分析を実施する
こととした。史料集めは、1年目に樋口映美・
兼子歩・平体由美・高田馨里がアメリカで、
岩井淳がイギリスで、加藤千香子が日本で、
白川耕一がドイツで、2 年目には日暮美奈子
がドイツで小野直子と中野耕太郎がアメリ
カで、黒川みどりが日本でそれぞれ現地調査
を予定どおり実施した。 
 
（３）多様な研究会の場と発信：日本での合
同研究会をはじめ、アメリカでのワークショ
ップ、東京での国際シンポジウムやワークシ
ョップなど、研究途上での議論の場を数多く
設けた。研究代表者のホームページを使って、
研究の進展を掲載した。 
①合同研究会：1 年目と 2 年目には 6 月・9
月・12 月に専修大学神田キャンパスにおいて
研究会を開催し、3 年目には 6 月に東京で半
日のワークショップをしたうえで、9 月に 2
泊 3日の合宿形式の研究会を仙台（東北大学
川内北キャンパス）で集中的に実施した。 
②国際的な共同研究：University of North 
Carolina at Chapel Hill（以下 UNC-Chapel 
Hill）の歴史学部と 2年にわたって相互協力
を実施した。初年度は、ワークショップ（2011
年 9 月 8日～10 日）を UNC-Chapel Hill キャ
ンパスで開き、日本からは樋口映美・小野直
子・日暮美奈子・兼子歩・中野耕太郎・黒川
みどり・平体由美が参加した。次年度は、
UNC-Chapel Hill 歴史学部の研究者 3 名
（William Miles Fletcher III、Susan D. 
Pennybacker、Heather A. Williams）を招き
東京において同時通訳付きの公開シンポジ
ウム（2012 年 6 月 9日）を開催した。本研究
プロジェクトでは、それぞれアメリカと日本
で学術的交流を相互に展開することを目指
した。 
③中間報告書の作成：本研究プロジェクトと
UNC-Chapel Hill との 2年にわたる学術上の
国際的交流については、中間的報告書『近代
市民規範の形成（Making Modern Citizens）』
（総 235 頁）を 2012 年 10 月 15 日付で発行
し、関係者および関心のある方々に配布した。 
 
４．研究成果 
＜近代＞なるものを批判的にとらえる研究
は多数あるが、いずれも特定の地域や国家に
限定し、しかも、＜近代＞を所与のものとみ
なしている場合が多い。それに対して、本研
究プロジェクトは、＜近代＞を特定の既存の
状況とみなして＜近代＞とは何かを問うの



 

 

ではなく、むしろ、「社会改良」という側面
に焦点をあてることによって、19 世紀から
20 世紀にかけて共時的にトランスナショナ
ルに進展した社会秩序形成のプロセスやメ
カニズムを解明しようとした。そうすること
によって、＜近代＞を根本的にとらえなおす
必要のあることを提示するものである。各論
的には、おおまかに言って少なくとも以下の
3点の新知見を得るに至った。 
（１）科学的「知」の受容と実践：優生学・
社会進化論・遺伝学などの科学的「知」が思
想から実践への道をたどりつつ伝播する際、
社会に望ましくない「不適者」と望ましい「適
者」が想定され、前者が排除あるいは隔離さ
れる場合もあれば、「適者」として育てられ
ることにより対等な社会参加を目指す運動
をうむ場合もある。また、「適者」でもなく
「不適者」とも断定できない中間的存在に困
惑し、「適者」「不適者」の枠を修正させる場
合もあった。つまり、各地域における「社会
改良」の実践は、科学的知を受容する伝播先
の歴史的・社会的土壌によっては異なる意味
合いを伴った。 
（２）「社会改良」の実践と通報社会：通念
としての「社会改良」が福祉や公衆衛生の面
で、あるいは平穏な秩序形成のために政策と
して具体的に機能するとき、「人種」「移民」
「ジェンダー」といった、それ自体社会認識
の変化するイシューと複合的に絡まること、
また、その絡まりのメカニズムには為政者や
指導者のみならず通報者としての一般住民
が自発的にかかわることが具体的に検証さ
れた。つまり、ジェンダーや人種や移民をめ
ぐる社会不安や疑念が「社会改良」を目指す
通報社会の根底にあることが判明した。 
（３）科学的「知」の伝播によるグローバル
化：「社会改良」を掲げた科学的知の実践は、
それらが萌芽したイギリスのみならず、境界
を越えて他国や他地域に伝播し、国家や市町
村、さらには民間組織や軍隊などによってグ
ローバルに浸透していったことも検証され
た。ただし、その伝播のありようは、一様で
もなく、広域を一度に覆い尽くすような普遍
性を示すものでもない。それは、多様なせめ
ぎ合いを見せながら、ときには共時的に、と
きには相互関係を伴いながら、徐々に固有の
土壌に根をおろしていったのである。 
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